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3.標 準衣服名 の作成

3.1　 日本

　一般になじみやすい名称をつけることが 目的であるから,現 代和装を基準に考え

る。現代和装は,儀 礼服化の一途をたどっているが,こ こでは野良着などの作業着も

ふ くめて考える。これらは属性表(p.22)のC.形 態マークでは,「脚衣」,「腰衣」,

「展開衣」のいずれかに相当するので,マ ーク別に慣用衣服名の示す概念を検討 して,

標準衣服名を決定 した。以下では,本 カタログで採用した標準衣服名を[　 ]付 き

で表記 した。

3.1.1C.形 態マーク 「脚衣」

標準衣服名:[袴][も んぺ][股 引][ゴ ム入 りもんぺ][猿 股]

　現代和装のうち,形 態マーク 「脚衣」に相当するものは,儀 礼服としての袴が第一

にあげられる。

　 もんぺ,股 引,裁 着など山袴類は,使 用地域や使用者の性別,使 用年代によって形

態概念 と名称との関係が複雑に交錯している。民博標本名をみても,衣 服の形態 と対

応 しているとは限らない。 しか し,標 本名や現地名をひとまず無視して標本を観察す

ると,膝 下以下を脚に密着させるグループ[股 引]は,細 分された福布や曲線裁断,

鞐や紐による着装などの点で,緩 やかなグループ[も んぺ]と は構造上あきらかな違

いがある。 ウエス トにゴムを入れたもんぺは,成 立の背景や着用法,構 成技術におい

ても紐式のもんぺとは異なる。

3.1.2C.形 態マーク 「腰衣」

標準衣服名:[腰 巻][前 掛][褌]

　形態マーク 「腰衣」は構成が単純であり,こ れに相当する慣用衣服名は,着 用法や

着用 目的からつけられたものが多い。収集者が採録 した現地名はさまざまであるが,

これに準 じて類別 した。

3.1.3　 C.形 態 マー ク 「展開衣」

標準衣服名:[袂 袖着物][筒 袖着物][広 袖着物][半 纏][羽 織][和 装 コー ト][和
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装袖なし][儒 神]

　躯幹部を広 くおおう衣服は,一 般には,丈 の長短,袖 の形,衿 の形,着 用目的など

の組み合わせで名づけられている。

　 しか したとえぽ長着はもっともよく用いられる和服名であ り,い うまでもなく着丈

が長いことを特徴 とするが,着 丈は,身 長や着装法によって長 くも短くもなる。博物

館標本は,着 用者を特定できないため,着 丈を標本分析の視点とすることはできな

い。

　それにたい して袖の形は,い わゆる洋服との相違を特徴づけるもののひとつであ

る。袖の形態は,誘 目的な固有属性であ り,着 用目的や使用地域などの非固有属性 と

も関連がふかい。

　 したがって標準衣服名 としては,基 本的な袖の三形態によって,[半 纏]以 下のや

や特殊なものをのぞ く,日 本衣服の大部分を[袂 袖着物][筒 袖着物][広 袖着物]に

三区分 した。

　現代和装における羽織は,形 態的特徴がはっきりしてお り,そ のまま標準衣服名と

してもちいた。 コー トや袖なしも特徴がはっきりしてお り,日 本以外の衣服との混同

をさけるために"和 装"を 冠 して標準衣服名とした。現代和装における儒衿とい う名

称にはさまざまな形態 ・種類が含まれるが,こ こでは内衣 としての特徴をもつ展開衣

の標準衣服名 とした。

3.1.4現 代和装にない形態

標準衣服名:[時 代衣裳]

　この区分は,現 代和装を基準に作成 した標準衣服名では処理 しきれない標本のため

に,も うけたものである。

　たとえば大紋は,現 代和装をもとにした上述の名称にあてはめるなら[半 纏]と い

うことにな り,陣 羽織は[和 装袖なし]と なるが,こ れでは違和感が大 きすぎる。 こ

れ らは総称である[時 代衣裳]を 標準衣服名 とし,()付 きで袴,狩 衣などと,歴

史的衣服名を併記 した。

3.1.5　標準衣服名(日 本)表

　地域民族分類が日本 とされている標本の標準衣服名の一覧を下記に記す。便宜上,

属性 コー ドのくみあわせを例示したが,例 外も多い。
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標準衣服名　　属性コー ドのくみあわせ例 備　考

袴　　　　　　 B30rB4,C1,F12,F63,F77,F20　 多数の襲が裾まである　行灯袴は例

　　　　　　　 orF48　 　 　　　　　　　　　　 外でC21

もんぺ　　　　　B30rB4,C1,F20,F63,F77　 　　 脚部をゆるやかにつつむ

股引　　　　　 B30rB4,Cl,F20,F48,F63,F77　 脚部をぴったりとつつむ

ゴム入りもんぺB30rB4,C1,F200r48,F63　 　 　ウエス トにゴム入 り

猿股　　　　　 B2,　Cl,　F63　 　 　　　　　　　 丈の短い下着

腰巻　　　　　　B30rB4,C21,F77

前掛　　　　　　B3　or　B4,　C21,F77　 　　　　　　 現地名に準 じて命名

揮　　　　　　　　　B20rB3,C21,F77

挟袖着物　　　　B40rB5,C4,F47,F75　 　　　　 筒袖 との区分は,袖 幅 より袖丈が長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いこと

筒袖着物　　　　B4　or　B5,　C4,　F47,　F75　 　 　　　 袖幅より袖丈が短い

広袖着物　　　　B40rB5,C4,F47,F75　 　　　　 筒袖 との区分は,袖 幅 より袖丈が長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いこと

半纏　　　　　 B30rB4,C4,F47　 　 　　　　　 袖の形はとわない　 うちあわせなし

羽織　　　　　　B4,C4,F47,F770rF77?　 　 　　 折 り衿　乳つき

和装 コー ト　　　 B4,　C4,　F47,　F75　 　 　　　　　　 トンビ,道 行など

和装袖なし　　　B30rB4,C4

儒衿 　　　　　 B2～B4,　C4　 　 　　　　　　　 衿や袖が別布など下着 としての特性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をもつ

時代衣裳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ()付 きで歴史的な名称を併記

注)今 回 の属 性 表 で は,C.形 態 マ ー クは,コ ー ドで な く言 葉 で あ らわ して い る が,内 容 は異 な

らな い の で,こ こで は 便 宜上,詳 細 コ ー ド表(p.29)のCコ ー ドを 用 い る。

(猿田佳那子)

3.2　 日本 以外

3.2.1　日常衣服名の転用

　標準衣服名(以 下衣服名と称す)は,一 般的な需要への対応を,第 一の目的におい

て作成 した。そこで,日 本以外の衣服名としては,我 々の日常衣服名であるヨーロッ

パ系衣服の名称を転用した。

　日常衣服名の転用にはいくつかの問題点がある。そのひとつは,日 常語のもつ概念

内容のあいまいさである。

　とはいうものの,我 々は,ジ ャケット,シ ャツなどの日常衣服名に従って,衣 服を

識別している。とすれば,日 常衣服名には非常にゆるやかではあるが,人 々の問に共

通の認識や基準があるといえよう。

　今回の名称づけは,こ うした一般の人々の共通認識に依拠 して,そ の衣服が,だ い

たいどのようなタイプであるのかをさししめすのである。したがって,衣 服名は同定
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機能としては,所 せん蓋然的でしかあ りえないが,よ り厳密な検索については,ほ か

の属性項目が用意されている。

　 日常衣服名の転用における,も うひ とつの問題点は,あ る特定文化の日常衣服名

を,異 文化の衣服タイプに適合 させることが,可 能であるのかとい うことである。当

初 この問題に対 し,我 々は各衣文化圏 ごとの衣服名を作成す ることを試みた。 しか

し,こ の計画は大幅に変更することとなった。 というのは,近 代中国の衣服名を例に

とれば,日 本語のなかの日常衣服名としては,さ しあた りチャイナ ドレスという名称

しかみあたらない。一般に,異 文化の衣服タイプを示すわれわれの日常衣服名は,き

わめて乏しい。

　以上のような理由から衣服名は,問 題はあるものの,我 々の日常衣服であるヨーロ

ッパ系衣服の名称から選ぽざるをえなかった。

3.2.2　 標 準衣服名の選択

　標本資料 の同定手段 として用 いる衣服名は,形 態 の特性を しめす ものが望 ま しい。

しか し,形 態 は着装や着用 目的 と強い関係で結 びつ いている。 今回衣服名 として選 ん

だ 日常衣服名 において も,そ の多 くには,着 装や着用 目的の特性 が含 まれ てお り,形

態の特性だけ を しめす名称 はほ とん どない。

　 とはいえ,衣 服 の文化的態様 についての標本付随情報が不足 している実状において

は,着 装,着 用 目的を も考慮 した名称づけはできない。

　そ こで,衣 服名には,着 装や着用 目的に関す る特性 は顧慮せず に,形 態 と素材の特

性に着 目す ることを示 すため に,「 型」 とい う言葉 を添 えるこ とに した。

　今回は 日常衣服名か ら,[パ ンツ型][マ ン ト型][ス カー ト型][エ プ ロン型][コ

ルセ ッ ト型][コ ー ト型][ワ ンピース型][ジ ャケ ッ ト型][シ ャツ ・ブラウス型][ベ

ス ト型][セ ーター型][カ ーデ ィガ ン型][ポ ンチ ョ型][コ ンビネーシ ョン型][ブ

ラジャー型]の15種 類 を選択 した。

3.2.3　付随情報

　標本に信頼できる付随情報がある場合は,そ の情報を考慮して衣服名を付与する。

3.2.4　 判別 基準

[パ ンツ型]

　 属性表(p.22,以 下 おな じ)のC.形 態 マー クの うち,「 脚衣　両足 を別 々につつ
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む」 に準 じる。ただ し,股 下 を覆 う部分のない脚絆類は含 まない。

[マ ソ ト型]

　 属性表 のC.形 態マ ークの うち,「 肩衣　腕,肩,あ るいは頭 も覆 う」に準 じる。

[ス カー ト型]

　 スカー ト型は,西 欧型 スカー トだけではな く,布 を単に筒状 に縫 い合わせただけの

構造 も含む。

　前 カタ ログでは,ト ップの高 いスカー トとワンピースの区別は,ア ームホールの有

無 とい う視点か ら判断 した。例 えぽ,サ スペン ダーつ きのス カー トとワンピースの区

別は,主 として肩紐の幅を判 断基準 とした。今回は,ア ームホールの有無や肩紐の幅

と共 に,ネ ックオープニソグの形式,胸 部 を覆 う部分 の構造 もあわせ て判断す る。

[エ プ ロン型]

　 一枚布 の両端に紐がつけ られ ている場合には,こ の名称を付与する。 したが って,

場 合に よっては,巻 ス カー ト,腰 巻,褌 に もこの名称が付与 され る可能性があ る。

[コ ルセ ッ ト型]　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　 〆

　 コルセ ットは主 として胸部,胴 部 をおおい,形 を支持す るための補 強材 をもつ もの

とす る。

[コ ー ト型;ワ ソピース型;ジ ャケ ッ ト型;シ ャツ ・ブラウス型]

丈 に よる判別

　 コー ト型,ワ ソピース型 とジ ャケ ッ ト型,シ ャツ ・ブ ラウス型の判別は丈 に よって

お こな う。 その境界は,お よそ腰丈 である80cmと す る。

　 衣服の丈 は着用者の体格に よって異 な り,こ の80cmは 絶 対的な基準ではない。例

えば縦横 の寸 法の比率 か ら子供用衣服 と類推 され る場合 な どは,こ の基準 に よらな

いo

丈 以外の特性 による判別

　 今回 の名称 づけに おいて,分 析者が もっとも迷 ったのは,コ ー ト型 とワンピース

型,ジ ャケ ット型 とシャツ ・ブラウス型 の判別であ る。

　 とい うのは,こ れ らの 日常衣 服名の概念 には,着 重ねかたがその基本にあ り,今 回

の よ うに,着 装 の しかたを想定 せず に判別す ることは困難 であ る。なおかつ,形 態,

構 造,素 材の特性において も,現 代 ファッシ ョンでは,コ ー トとワン ピースの境界,

ジャケ ッ トとシャツ ・ブラウスの境 界があいまいにな ってきてい る。

　 我 々は,例 外的 な事例はあ る,と い うことを前提に,主 に以下の よ うな視点 か ら判

別 した。
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　 そのひ とつは,素 材の厚 さと硬 さである。 一般 に コー ト型 やジ ャケ ッ ト型 の素材

は,ワ ンピース型や シャツ ・ブラウス型に比べて厚 く,あ るいは硬 い と考え る。

　形態や構造 とい う視点か らは,コ ー ト型や ジャケ ッ ト型は,ワ ソピース型や シャツ

・ブラウス型に比べて身幅のゆ と りが大 きい(丈 との比率で推定) ,あ るいは前身頃が

突合せ で留め具のない場合は ワンピース型や シャツ ・ブ ラウス型 とは考 えに くい,と

い うような点か ら判別 した。

　 トップか ら裾 までの開放の有無 は,各 衣服 タイ プの判別基準には役立たない と考え

た。

　 身頃が打 ち合せ の,カ フタ ン形式 の よ うな衣服 は,異 文化 の衣服を通覧す る上で

は,重 要な衣服 タイ プであるが,こ の衣服 タイ プを表わす 日常衣服 名がみ いだせない

ため,今 回は衣服 名に加 えなか った。

　原則 として,カ フタン 形式の衣服 には コー ト型の名称 が付与 され る。

[ベ ス ト型]

　 袖 のない,お よそ腰丈(約80cm)ま で の衣服 には,比 較的素材が厚 く硬 い場合に

はベス ト型 とい う名称を付与 し,薄 く柔 らか な素材の場合 は,シ ャツ ・ブラウス型の

名称 を付与す る。 また,丈 と素材 以外 の特性,具 体 的にはネ ックオープニン グの形

式,突 合せの場合の留め具 の有無 も,判 別 の基準 とした。

[セ ーター型,カ ーデ ィガン 型]

　 今回はジ ャージ素材の衣服名を と くに設け なか ったので,ジ ャージも対 象 とす る。

組物 は含 まない。

　 セ ーター型 とカーデ ィガ ン型の判別は,ト ップか ら裾 までの開 いた部 分の有無 とい

う視 点か ら行な う。

　丈 についてはセ ーター型,カ ーデ ィガン 型 ともに,お よそ腰丈程度(約80cm)ま

で と考 える。

[ポン チ ョ型]

　 属性表のC.形 態 マー クの うち,「 貫頭衣　両脇が上か ら下 まで開いてい る」 に準

じる。

　 今回の衣服名 の うち,こ の名称だけが ヨーロッパ系衣服の名称 ではない。 しか し,

この名称 の周知性を考え,衣 服名 に加 えた。

[コン ビネーシ ョン型]

　 股下を覆 う部分を もち,上 半身 と下半身を覆 う部分が一続 きになっている衣服を さ

す。覆われ る範囲,密 着性の有無 は,問 わないので,「 ワン ピース型水着」「作業用の
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つなぎ」 のよ うな衣服 タイプに もこの名称が付与 され る。

[ブ ラジャー型]

　 属 性表 のC.形 態マ ークの うち,「 乳房 をおお うもの」に準 じる。着 用 目的,着 装

方法 は問わないので,ブ ラジ ャーと名付け られて も,フ ァンデーシ ョンに限 らない。

3.2.5標 準衣服名(日 本以外)表

　日本以外の衣服名の一覧を下記に記す。便宜上,属 性 コー ドの くみあわせを例示 し

たが,例 外 もおおい。丈による区分をしない衣服名については,耳 丈マークを記さ

ない。

標準衣服名 属性コードのくみあわせ例　　備 考

パ ンツ型

マ ン ト型

ス カ ー ト型

エ プ ロン型

コル セ ッ ト型

コー ト型

ワ ン ピース 型

ジ ャケ ッ ト型

シ ャツ ・ブ ラ ウス型

ベ ス ト型

セ ー タ ー型

カ ー デ ィガ ン型

ポ ンチ ョ型

コ ンビネ ー シ ョ ン型

ブ ラ ジ ャー型

Cl

C20

C21
ノ　ト

C21,　 F77

B1～B2,　 C21

B4～B5,C40rC3,F47

B4～B5,C30rC4,F47

B1～B3,C40rC3,F47

B1～B3,C40rC3,F47

B1～B3,C40rC3

B1～B3,　 C4,　 D30,　 F47

B1～B3,　 C3,　 D30,　 F47

C5

C6

Bl,　 COO2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

覆われる範囲はとわない

ケープ,ク ローク,チ ャドルを含む

筒状に縫製 しただけの構造も含む

褌を含む

胸部,胴 部を覆い,補 強材をもつ

トップから裾 までの開放の有無は とわな

し・

C4の 身頃が突き合わせの場合は,留 め具

をもつ

トップから裾までの開放の有無は とわな

い

C4の 身頃が突き合わせの場合は,留 め具

をもつ

ジャージを含む。組物は含まない

ジャージを含む。組物は含まない

両脇が上から下まで開いている

覆われる範囲,密 着性は問わない

ファソデーションに限らない

注)今 回の属性表では,C.形 態マークはコー ドでな く言葉であらわしているが,内 容は異なら

ないので,こ こでは便宜上,詳 細 コー ド表(p.29)のCコ ー ドを用いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(田中昌美)
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